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はじめに

近年，消費者の農産物に対する安全・安心に関心が高く，既に，

ＥＵ諸国では葉菜類の硝酸イオンに規制があり，国内でも諸団体
(生産団体や消費者団体)から同様な動きがあり，農産物の安全
性についての関心が非常に高い。

そのため，生産場面でもトレーサビリティ及び農産物の成分ま

で含め栽培技術管理が必要である。

そこで，本試験では，低硝酸化野菜の生産を目的として，水溶
性ケイ酸(以下Si)添加による生育及び硝酸含有量への影響につ
いて試験を行ったので，その結果について報告する。

ＫＹＵＤＥＮ



試験区分 ３水準

①EC1.7+Si 3万倍，②EC1.7(対照区)，③EC2.3（対照区）

試験温室

試験装置

100㎡の硬質フィルム
(ｴﾌｸﾘｰﾝ) 

湛液循環式(61×62cm/ホームハイポニカ)
培養液量：50L
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試験期間 ： 2004年2月9日 ～ 3月22日試験概要

●播 種 2005年1月5日

●定 植 2005年2月9日 【収穫調査：2005年3月22日/定植後41日】

●定植株数 50キューブ/1試験区
●使用肥料 大塚ハウス肥料1号，2号をベースとし，各濃度で調製。

調製は原水にSi22を溶解し，その後肥料を調製した。

●使用原水 井水を使用

●培養液管理 試験期間中の培養液管理は，試験開始時にpHを
6.3～6.5に調製し，その後，実験期間中のpH・EC
は無調製とした。また，培養液の補給は定植後34
日(3/14/各10L）補給した。

●温度管理 温度管理は夜間最低14℃とし，昼間は30℃を目標と
し換気した。また，培養液は無制御(成り行き)とした。
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試験結果概要
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図1 栽培期間中のpHの経時変化
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図1-1 栽培期間中のECの経時変化
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培養液濃度 Si濃度 総重量 調整重

1.7 3万倍 44.4±0.98 38.4±1.77 35.2 2.35 23.5 76.5 10.2 20.9

1.7 対照 43.6±0.77 38.2±1.33 33.2 1.65 17.2 82.8 8.2 20.1

2.3 対照 42.2±1.06 37.2±1.90 32.6 2.01 19.7 80.3 8.0 19.7

根長
(cm)

草 丈
(cm)

地上部生体重(g) 根重
(g)

試験区分 乾物重量
(g）

乾物率
(%)

水分率
(%)

 

培養液濃度及びSi濃度での生育への影響

培養液濃度 Si濃度 SPAD L a b H°

1.7 3万倍 28.3 40.9 -14.8 21.0 125.1

1.7 対照 27.8 41.4 -15.4 21.9 125.1

2.3 対照 29.5 41.7 -15.7 22.4 125.0

試験区分 色   彩

 

培養液濃度及びSi濃度での葉色への影響
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図 7  収 穫後の温度 (10℃ ,20℃ )に 対する減量 率の経時変化  
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①EC:1.7＋Si:3 万倍 ②EC:1.7(対照区 ) ③ EC:2.3(対照区 )
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ま と め
セリの水耕栽培での低硝酸化野菜生産を主な目的とし，水溶性ケイ酸

添加による葉内硝酸イオンの影響について試験した結果，

● Siを添加することで硝酸イオンの低下が認められた。

●生育では，3区共に有意差はないものの，Si添加で生育促進効果が認
められた。

●品質面でも，Si添加区はEC2.3dS/mと遜色の無い品質であった。

以上のように，Si添加で有意差はないものの，生育及び品質面で
は優れている傾向が窺えた。特に，茎が太くしっかりとした生育
であった。
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